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資料中の業績見通し数値は、現時点において入手可能な情報から得られた判断･予想に

基づくものですが、リスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定及び考えに

基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら業績見通しとは

大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。

実際の業績に影響を与える要素には、事業環境、経済情勢の悪化、法令その他の関連する

規制の動向、訴訟における不利な判決等がありますが、これらに限定されるものではありません。

免責事項
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１． 2024年3月期 第3四半期

連結決算概要
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（単位：億円）
23/3期 24/3期

前年同期比
24/3期

進捗率
3Q累計 3Q累計 通期業績予想※

売上高 3,283.0 3,289.8 100.2% 4,595.0 71.6%

売上総利益 519.4 546.3 105.2% 749.0
72.9%

（売上総利益率） (15.8%) (16.6%) (+0.8p) (16.3%)

販管費 472.8 495.8 104.9% 667.0 74.3%

営業利益 46.5 50.5 108.4% 82.0
61.6%

（営業利益率） (1.4%) (1.5%) (+0.1p) (1.8%)

営業外損益
32.3 29.6 91.7% 42.0 70.5%

（カード退蔵益他）

経常利益 78.9 80.1 101.6% 124.0 64.6%

純利益※ 54.9 38.1 69.4% 66.0 57.7%

回線契約数 (万回線) 260.7 246.7 94.6%

2024月3月期 第3四半期 連結決算概要（累計期間）

累計の回線契約数は減少したものの、モバイル事業の効率化が進み営業増益
連結範囲の変更により売上総利益、販管費のグロスアップあり
ソリューション事業において特別損失を計上したことにより、通期業績予想（純利益のみ）は下方修正（８０億円→６６億円）

※2024年2月２日公表の通期連結業績予想へ差し替えております
※純利益：親会社株主に帰属する四半期純利益
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当社は、ソリューション事業におけるエッジコンピューティング等を活用した事業領域の拡大を目的として、

2019年11月にRelay2,Inc.（以下、「Relay2」といいます。）と資本業務提携、2022年4月に株式を追

加取得し、連結子会社化しました。

Relay2に係る特別損失の計上について

・出資背景/経緯

・現況と当社業績に与える影響

Relay2の主力分野であるエッジコンピューティング事業において、当社の想定した事業計画を下回って

推移する見通しとなったことから、将来の回収可能性等を検討した結果、収益化に想定以上の時間を要す

るとの判断に至りました。

この結果、Relay2に係るのれん等17億9百万円を減損損失として、特別損失に計上しております。

（同時に当該減損損失に係る非支配株主に帰属する四半期純損失として3億10百万円を計上しているた

め、当社連結業績に与える影響は14億円です。）
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回線契約数は新機種が好調に推移し、前期実績を上回る

2024月3月期 第3四半期 連結決算概要（会計期間）

3Q会計期間でも２Qに引き続き1回線あたりの単価改善、店舗の効率化等により営業増益

（単位：億円）

1Q 2Q ３Q

23/3期 24/3期 前年同期比 23/3期 24/3期 前年同期比 23/3期 24/3期 前年同期比

売上高 1,084.9 964.3 88.9% 1,043.3 1,064.1 102.0% 1,154.8 1,261.3 109.2%

売上総利益 173.3 171.6 99.0% 172.8 186.4 107.9% 173.2 188.3 108.7%
（売上総利益率） (16.0%) (17.8%) (+1.8p) (16.6%) (17.5%) (+0.9p) (15.0%) (14.9%) (△0.1p)

販管費 150.6 161.2 107.0% 159.2 171.0 107.4% 162.9 163.5 100.4%

営業利益 22.7 10.3 45.8% 13.6 15.3 112.8% 10.2 24.7 241.4%
（営業利益率） (2.1%) (1.1%) (△1.0p) (1.3%) (1.4%) (+0.1p) (0.9%) (2.0%) (+1.1p)

営業外損益
（カード退蔵益他）

9.9 8.2 83.2% 10.2 9.5 93.4% 12.1 11.7 97.2%

経常利益 32.6 18.6 57.2% 23.8 24.8 104.5% 22.4 36.5 163.3%

純利益 23.8 11.1 46.8% 17.5 17.2 98.3% 13.5 9.6 71.7%

回線契約数
(万回線)

90.1 76.9 85.3% 84.2 82.4 97.9% 86.2 87.2 101.2%
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[] 内の数値はセグメント別構成比、()内の数値：スマートライフ・クオカード事業単体（子会社配当金を除く）

「その他」に該当する金額は僅少であるため本表では記載を省略しております。

2024年3月期 第3四半期 セグメント別業績

（単位：億円）

モバイル事業 ソリューション事業 スマートライフ・クオカード事業

23/3期 24/3期 前年
進捗率

23/3期 24/3期 前年
進捗率

23/3期 24/3期 前年
進捗率

3Q累計 3Q累計 同期比 3Q累計 3Q累計 同期比 3Q累計 3Q累計 同期比

売上高
2,739 2,766

101.0% 74.8%
275 298

108.1% 55.0%
266 224 84.3%

57.8%(236) (186)

[83.5%] [84.1%] [8.4%] [9.1%] [8.1%] [6.8%] (79.0%)

営業利益
23.9 45.9

192.1% 87.1%
19.8 9.7

49.1% 30.8%
1.4 ▲ 4.4 ー

ー(13.0) (6.0)

[51.4%] [91.0%] [42.5%] [19.2%] [3.1%] [▲8.8%] (43.6%)

純利益
16.0 27.5

171.1% 89.4%
16.3 ▲ 8.2

ー ー

20.6 17.8 86.5%
58.1%(9.0) (5.0)

[29.3%] [72.2%] [29.7%] [▲21.8%] [37.7%] [47.0%] (53.3%)

回線
契約数
(万回線)

237.0 222.8 94.0% ー 23.6 23.8 100.5% ー ー ー ー ー

事業環境

・回線契約数、来店客数は復調傾向
・独自商材中心に1回線あたりの単価アップ、
過度な値引きの抑制
・店舗の効率化も進み、営業増益

・デバイス販売における収益の伸び悩み
・営業システム稼働開始にともなう償却費等、
システム関連費用が先行
・連結範囲の変更（連結子会社３社増）
・Relay２ののれん等を減損

・PIN・ギフトカードの取扱高は低調
・QUOカード/QUOカードPay発行は前
２Qに自治体大型案件があり発行高減少
・モバイルから人員異動により人件費増加
・退蔵益は期初想定どおり
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営業利益 前期比増減 ※連結影響子会社の増加影響等はNETして表示

2024年3月期 第3四半期 連結決算概要（増減理由）
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全社回線契約数推移

物価上昇、買い替えサイクルの長期化により、新規・機種変更ともに低調だが３Qは前年同期を上回る
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キャリアショップ数推移

全社販売拠点数推移

22/12末 23/12末 増減数

店舗数 内）直営店 店舗数 内）直営店 店舗数 内）直営店

ドコモ 371 211 349 203 ▲ 22 ▲ 8

au 328 78 309 78 ▲ 19 0

SB 307 42 297 40 ▲ 10 ▲ 2

YM 31 4 30 3 ▲ 1 ▲ 1

UQ 13 10 8 5 ▲ 5 ▲ 5

楽天 35 28 34 27 ▲ 1 ▲ 1

計 1,085 373 1,027 356 ▲ 58 ▲ 17

当社判断により、地域ごとの店舗配置の見直し・サブブランド店の統合・不採算店の閉鎖を実施
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モバイル事業 主要KPI推移

※当社独自商材…スマホアクセサリー、ガラスコーティング、

セキュリティ商材など、通信キャリアの回線契約・端末販売

以外のサービス・商材

※ドコモ、au、SoｆｔBankショップの合計値

（当社調べ）

店舗数減の影響により総来店客数は減少
一方で、１店舗あたりの来店客数は回復傾向

当社独自商材（※）

売上総利益

直営キャリアショップ（※）

 総来店客数

独自商材はセキュリティ商材中心に引き続き好調
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モバイル事業 収益改善の取り組み

※ドコモ、au、SoｆｔBankショップの合計値 （当社調べ）

直営キャリアショップ（※）来店客数と店舗数推移

不採算店舗の統廃合

収益改善

店舗運営効率化

来店客数増加への取り組み
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movino star ID数 TG光 累計回線数（再卸含む）

movino star：法人向け通信回線一括管理サービス

ヘルプデスク ID数

ソリューション事業 主要KPI推移

独自商材は堅調に推移

※今年度より、ヘルプデスクに、セキュリティデスク（24時
間365日対応）のID数も加えた指標に変更いたしました。

前期実績についても遡及適用しております。

補足資料：四半期実績推移（Exceｌ）もご参照ください。
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法人向け通信回線一括管理サービス「movino star」

登録ID数

約100万ID

利用社数

約2,150社

2023 年 1 月に機能拡張性を持った新システムを導入し、同年 9 月にインボイス対応、同年 10 月には SSO 機能をリリース。

今後も機能拡張予定。

商品概要

社用スマートフォン・データ通信デバイス・固定電話回

線・パソコンなどの資産を一元管理サービス。各種モ

バイルデバイスから固定電話回線まで一貫した通信

回線管理で、利用状況を分析して可視化を実現。通信

コストや管理業務の運用コストを削減。

（２０２３年１０月末現在）
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スマートライフ・クオカード事業 主要KPI推移

QUOカード・QUOカードPay

発行高

PIN・ギフトカード

取扱高

各種需要の落ち着きにより、低調に推移
前年同期に自治体向けの大型案件あり、減少。
一方でその影響を除くと堅調に推移
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OMOなど新たな戦略・技術を取り入れ、お客様の快適なスマートライフ実現を目指す

スマートライフ事業 既存事業の拡大と新事業展開

新領域

既存領域

Appleアクセサリー、再生可能エネルギー、
ICT教育、e-Sports等、事業領域の拡大

ヘルスケア、地方創生事業、
オンライン強化・OMO戦略推進

マーケットインプロダクトアウト

ヘルスケア

FEMTECH 
LABオープン
（１１月）

海外事業

ChaｒgeSPOT
シンガポールでの
事業展開（１２月）

決済サービス、スマホアクセサリー、
海外事業、店舗関連にて基盤強化

農業

TGファーム久留米圃場にて
あまおう栽培本格稼働
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FEMTECH LAB（フェムテックラボ）

商品やサービスの提案

お悩み相談
イベント・セミナー
体験会の実施

女性が生き生きと人生を謳歌するための課題解決に主眼を置いたサロン型のフェムテックSTOREオープン

ECサイトでの販売も開始

＜OMO戦略＞

リアル（店舗） デジタル（EC）

店舗とECのデータ共有により顧客サービスの向上を目指す

順次新店舗を展開予定

女性活躍の推進

＜店舗＞
：FEMTECH LAB アトレ恵比寿店
：2023 年 11 月 22 日
：10:00～21:00
：施設休館に準ずる
：アトレ恵比寿本館６階

店 舗 名 
オ ー プ ン 
営 業 時 間
定 休 日 
場  所 

＜オンラインショップ＞
FEMTECH LAB （12月25日オープン）

https://femtechlab-online.com/

PMS・月経、妊活、産後ケア、更年期、婦人科系疾患など幅広く女性の健康課題
解決を目指した商品の取り扱い

https://femtechlab-online.com/


19

2.  今後の戦略
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お客様主体のビジネスモデルへ

「お客様主体」と「マーケットイン」視点でのサービスを追求し、社会に対する価値提供の拡大を目指す

ソリュー
ション

モバイル

プロダクトアウトから
マーケットインへ

次期中期
経営計画

新事業
領域

～FY2022 FY2023～ FY2024～

モバイル

ソリューション

スマートライフ・
クオカード

決済サービス
他

モバイルショップでの
スマートライフ型サービスを提供

法人・コンシューマーともに
お客様が求めるサービスを追求

ヘルスケア 自治体との連携 地方創生 中小企業DX支援

注力事業キーワード

携帯電話販売
代理店事業

法人向け
ソリューション

事業

決済サービス/
アクセサリー関連事業・

新事業

全社連携による事業の拡大と成長

新事業への挑戦

サステナビリティ



21

マーケットインの考え方

連携

お客様

従来の考え方 これからの考え方

キャリア・
事業者
など

お客様

お客様が求めるニーズを追求
課題解決・感動体験サービスの提供

プロダクトを仕入れて販売する

キャリア・
事業者
など

プロダクトアウトからマーケットインへ

ターゲット：個人 ターゲット：法人

ターゲット：社会・地域

TG
TG

個人

社会・地域

法人

市場やお客様の課題・ニーズを理解し、お客様が求める商品やサービスを提供
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3.  参考資料
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売上総利益の増加ならびに生産性の向上により営業増益を見込む

連結範囲の変更（新規連結子会社化４社）の影響含む

カード退蔵益は前期同程度を見込む

純利益：親会社株主に帰属する当期純利益

2024年3月期 全社連結業績予想

（単位：億円）
23/３期 通期実績

（A)
24/３期 通期業績予想

（B：修正前)
前期比
（B/A)

24/3期 通期業績予想※

(C：修正後)
前期比
(C/A)

売上高 4,536.0 4,595.0 101.3% 4,595.0 101.3%

売上総利益 707.6 749.0 105.8% 749.0 105.8%

販管費 637.7 667.0 104.6% 667.0 104.6%

営業利益 69.9 82.0 117.2% 82.0 117.2%

営業外損益
（カード退蔵益他）

46.4 42.0 90.5% 42.0 90.5%

経常利益 116.3 124.0 106.6% 124.0 106.6%

純利益 79.3 80.0 100.8% 66.0 83.1%

※２０２４年２月２日発表の「特別損失の計上および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、純利益のみ修正
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2024年3月期より、「決済サービス事業他」は「スマートライフ・クオカード事業」へ名称を変更しました。

()内の数値：スマートライフ・クオカード事業単体（子会社配当金を除く）

「その他」に該当する金額は僅少であるため本表では記載を省略しております。

2024年3月期 セグメント別業績予想

（単位：億円）

モバイル事業 ソリューション事業 スマートライフ・クオカード事業

23/3期 24/3期
前期比

23/3期 24/3期
前期比

23/3期 24/3期
前期比

実績 予想 実績 予想 実績 予想

売上高 3,815 3,699 96.8% 376 542 143.5% 341
（300）

389
（325)

113.4%
（108.0％）

営業利益 40.3 52.8 130.8% 25.8 31.6 122.3% 1.2
(16.6)

1.3
(12.8)

106.6%
(77.1%)

純利益 25.8 30.8 119.2% 20.3 5.8 28.5% 29.9
(11.8)

30.8
(9.9)

102.7%
（83.5%）

※２０２４年２月２日発表の「特別損失の計上および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、ソリューション事業の純利益のみ修正
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1株当たり配当額と配当性向

配当の基本方針

1株当たり当期純利益

年間配当金：75円/株
（中間：37.5円/株、期末：37.5円/株）

※2 24/3期（予想）の1株当たり当期純利益および配当性向は、24/3期末における期中平均株式数（予想）に基づき算出。
２０２４年２月２日発表の「特別損失の計上および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、修正後の純利益にて算出。

40％を目途※1

長期にわたり安定的かつ

継続的な利益還元を実施

連結

配当性向

24/3期 配当予想

※1 23/3期より連結配当性向を「30％以上」から「40%を目途」に変更しております。

株主還元策
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※１ 21/3期は、新型コロナの影響に備えた資金の確保と大型M&Aのための長期借入により、負債増。
※２ 22/3期から適用となった会計基準の変更を21/3期に遡求適用しております。
※３ カード退蔵益を含めて計算しております。

主要財務指標の推移

通期
18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期

（単位：%）

自己資本比率 22.8% 26.1% 30.4% 27.4% 29.2% 30.2%

自己資本当期純利益率
（ROE)

30.9% 33.3% 24.8% 21.9% 15.7% 11.0%

投下資本利益率
（ROIC）※3

21.6% 29.3% 25.0% 18.9 ％※１ 12.1% 9.2%

売上高営業利益率 2.6% 2.9% 2.9% 3.3%※2 2.2% 1.5%

純資産配当率
（DOE）

9.3% 10.0% 8.2% 7.0% 6.2% 5.8%
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各方針・ガイドラインの内容の詳細は当社コーポレートサイトをご確認ください。
https://www.t-gaia.co.jp/company/csr/philosophy.html

サステナビリティに関わる取り組み

社会方針

環境方針

コーポレート・ガバナンス方針

ティーガイアグループCSR調達方針

ティーガイアグループ人権方針

1.法令を遵守したクリーンな事業活動
2.人権の尊重と労働・安全衛生への配慮
3.地球環境への配慮
4.品質・安全性の確保
5.情報セキュリティの対策
6.事業継続計画の策定

1.国際規範の尊重
2.適用範囲
3.人権デュー・デリジェンス
4.救済・是正
5.推進体制
6.情報開示
７．対話・協議
８．教育・研修
９．法令遵守
１０．重点課題

・法令遵守
・GHG排出量削減
・循環型社会

・PDCA
・情報開示

・ワークスタイル
・D＆I
・人財

・健康
・地域社会
・教育

・人権

・コンプライアンス
・リスクマネジメント
・税務

ティーガイアグループサステナビリティ方針

当社グループは、事業活動を通じ、社会の持続的な成長に
貢献します。 様々な社会課題の解決に取り組み、豊かな
未来のために価値を創造し続けます。

サステナビリティ基本方針

https://www.t-gaia.co.jp/company/csr/philosophy.html
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送配
事業者

カーボン
ニュートラル

達成
●温室効果ガス排出量

 50%削減（2019年度比）※

中間目標

●主要電力を再生可能
エネルギーへ50％転換

●主要電力を再生可能
エネルギーへ100％転換

●温室効果ガス排出量
 100%削減（2019年度比）※

現在
2030

2040

GOAL

※Scope1·2対象
（当社単体ベース）

カーボンニュートラル目標

※

2040年

2030 2040

目標

進捗

2023

●非化石証書調達による
2022年度本社使用電力
の実質再エネ化達成

当社滋賀
物流倉庫

当社本社事務所

トラッキング付
非化石証明書

太陽光発電 小売電気事業者

電力

環境価値

サステナビリティに関わる取り組み
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2023003738

✓ プラチナくるみんプラス
✓ D&I Award 3年連続最高位認定取得
✓ PRIDE指標 3年連続ゴールド受賞
✓ スポーツエールカンパニー2024 「ブロンズ認定」
✓ えるぼし
✓ 健康経営優良法人 5年連続認定
✓ Business for Marriage Equality に賛同
✓ CDP マネジメントレベル「B-」認定
✓ EcoVadis ブロンズ獲得
✓ DX認定

サステナビリティに関わる取り組み

✓ 気候関連財務情報開示タスクフォース
✓ TCFDコンソーシアム
✓ 気候変動イニシアティブ
✓ 国連グローバル・コンパクト
✓ 再エネ100宣言RE Action

社外への賛同・参加

社外からの評価・賛同
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企業理念
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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※掲載内容は2021年５月発表時点

中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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※掲載内容は2021年５月発表時点

中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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※掲載内容は2021年５月発表時点

中期経営計画（2022年3月期～2024年3月期）
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